
防護管流れ



防護管依頼方法

メールでの依頼

HPからの依頼

HPに入力→トレロ反映→かんでん手配

かんでん手配



防護管 HPに入力
①関西電力を選択 ②各項目入力(※必須項目は別資料確認)

③「送信する」クリック



防護管かんでん手配
①大阪依頼に届いたメールを転送



防護管かんでん手配
①大阪依頼に届いたメールを転送

宛先 宛先：かんでんエンジニアリング
BCC：バックオフィス、盛岡さん

件名 “電線防護管(取付)依頼”に変更

資料 ゼンリンの地図(必須)、GoogleMapsで分かれば取付範囲記したもの



防護管かんでん手配
②本文

赤囲み部分をかんでんで作成した個人ID、自分の情報に変更

黄マーカー部分の日付を足場着工日の前日に変更
※必要期間と足場期間で日付が違う場合CLに連絡して聞く！

青囲み部分を削除(かんでんに要らない情報の為)



防護管かんでん手配
②本文

赤囲み部分を住友不動産の場合“足場から2m以内に干渉する線すべて”と入力。
住不以外の場合は“敷地間口”

取付範囲資料ある場合は“敷地間口(添付資料参照)”と入力。

青囲み部分をすべて右側に変更。
現地調査の場合は見本通り。
立ち合いの場合は第1希望のところに“最短日希望”と入力し、備考欄削除。



防護管かんでん手配
③トレロ

◆ラインの下から作成したメールの本文すべてコピペ

メール送信

CLの会社のラベルを付ける

メールに追加で添付した
資料をトレロにも添付する。

“電力会社依頼送付”に移動



防護管立会約束

かんでんから(立会、現地調査もともに)連絡が来る。

●立ち合いの場合
▷Googleカレンダーを見ながら都合のいい日時で約束する。
▷トレロのコメントに記載。

▷カレンダー入力。

※取付日間に合わないといわれた場合は最短取付日記載。

タイトル：“防護管”＋上記の赤囲み部分コピペ

一緒に行く人がいれば、
その人のGmailアドレス入力

住所をこぴぺ



防護管立会後

かんでんの調査員と立会
↓   

取付範囲決定
↓

かんでんの調査員の方が概算金額提示してくださる。
↓

トレロのコメントに入力。

取付日必ず確認する！

材料費・工事費・合計 分けて入力
(見積作成の際に必要なため。)

↓
トレロで“見積・請求書作成依頼”に移動。

現地調査の際は電話が来るので
添付していた資料以外に支障ありそうな

電線はないか必ず確認し、
取付日と金額聞いて
コメントに入力。

※住不以外は“現地調査 金額連絡待ち・見積書待ち”に移動
かんでんの見積書が届いてから“見積・請求書作成依頼”に移動



防護管見積・請求書
①見積作成用のエクセル開く



防護管見積・請求書
②貼り付け位置のところにトレロの本文すべてコピペ

コピペ



防護管見積・請求書
③エクセル左側に反映されるので、そこに編集・入力

①
②

③

④

⑤
⑥
⑦

⑧
⑨
⑩

⑪

① CLの会社名(例)住友不動産 株式会社
② 営業所は削除(例)左の場合“京都中”のみ入力
③ 名字と名前の間に半角スペース入れる。

社名と株式会社の間は半角スペース必要！

④ 名字 名前 様邸のように間に半角スペース入れる。
※“様”は必ずつける。(ファイル名おかしくなる)

⑤ 都道府県を必ずつける。(バックオフィスに人が助かる)
⑥ 取付日入力
⑦ 期間最終日入力

⑧ 工事費入力
⑨ 材料費入力
⑩ 新大阪基点で70km以内なら10,000円、

70km以上なら12,000円と入力。
⑪自分の名前入力。



防護管見積・請求書
④見積・請求書PDF化

ここでエラーが出ていないこと確認出来たら
「保存」を押す。

ここに反映されてるか確認出来たら
「PDF発行」を押す。

※住不なら御見積書
住不以外ならご請求書でPDF化



防護管見積・請求書
⑤BOX反映

保存したエクセルの表題と同じ表題のフォルダを作成
↓

保存したエクセルとPDFを
先ほど作成したフォルダ内に格納。

フォルダ内に“CL送付書類”というフォルダを作成し
PDFのみ格納

※かんでん見積書が届いていれば、
かんでん見積書も一緒に格納する。

※かんでん見積書が届いていなければ
表題の最後に

“かんでん見積書待ち”と入力。



防護管見積・請求書
⑤BOX反映

06：発注BOXに先ほど作成した
フォルダをドラッグして格納

※見積・請求書作成後に金額変更等が
あった場合は“06：発注BOXじゃないときもあるので
要注意!!!

(ここで間違えると重複してフォルダができて
二重請求になる可能性があるよ。)



防護管見積・請求書
⑤BOX反映

📎マーク押してリンクをコピー

URLをコピー



防護管見積・請求書
⑥トレロ貼り付け

URLを貼り付け→「添付」もしくはエンターキー押す。



防護管見積作成
⑥トレロ貼り付け

PDFをトレロにドラッグ

CLにメール送付



防護管 CL送付
宛先：トレロのCLメールアドレスコピペ
BCC：バックオフィス、盛岡さん

件名：住不の場合“防護管 御見積書”
住不以外の場合“防護管 御請求書”

住不の場合は見積書のみ
住不以外の場合は請求書とかんでん見積書

削除

CL情報

赤印箇所：変更する箇所
(トレロの情報・コメント見て修正。)



防護管 CL送付

前ページでその他お伝え事項等なければそのまま送信。
お伝え事項等あれば文章最後に加える。

↓
住不の場合は“EDI回答依頼”に移動→CWで回答依頼する。

住不以外の場合は“見積・請求送付 取付日連絡”に移動させる。



防護管かんでん見積到着

封筒から出し、送付書以外の3枚をスキャン。
(10万円超えたり、新築案件のものは両面スキャン)

↓
かんでん見積とコメントで入力している金額が相違なければ

“かんでん見積書 〇〇様邸”とデスクトップに保存し、
トレロに添付。

かんでん見積書とコメントで相違あった場合
かんでん見積書の取付日、材料費、工事費をトレロのコメントに記入し、

見積・請求書 再作成。



📎マークの添付ファイルクリック

防護管見積・請求書再作成

①

②

ダウンロードクリック



防護管見積・請求書再作成

③

ドラッグ。もしくはコピペ P.11～の見積・請求作成と一緒
↓

P.16のBOX格納ではなく、P.23で開いた
BOXでひとつ前のページに戻ってBOX格納

※フォルダ名の最初に“金額変更有”と記載する。
↓

その後、CLメール送付
※再送付と分かるように

件名に【訂正版】と記載し、本文にも説明。
(金額に変更があったため訂正版を送付いたします。等)

↓
住不の場合、再度EDI回答依頼。

※CWで金額変更があった旨伝える。



防護管イレギュラー対応

〇旭化成 和歌山支店の案件は請求書と見積書をPDF化し、
見積書とかんでん見積書のみ送付する。

※請求書は月末に高村さんから送付

〇旭化成 和歌山支店の合田様の案件は発注書必要。
作成する必要はなく、下記印部分選択してPDF印刷し、
御見積書の表題コピペして、御見積書の部分を“発注書”に変更するだけ。

〇住友不動産 首藤様の案件は御見積書を送付する際
取付範囲がわかるものも一緒に送付
(ややこしい方でそれがないと、あとからここが足りないだとかクレームが来るため。)


